
お知らせ
◎４月1日現在の組織人員は、

　11,499名です。

◎5月～7月は、春の組織拡大強化

　月間です。

　１人の組合員が、１人の未加入

　者を紹介しましょう。

　皆さん、組織拡大行動にご協力

　お願いします。
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　次のとおり、「全建愛知第37回定期
大会」を開催します。

全建愛知第37回定期大会告示

日　程　平成21年6月21日（日）
会　場　名古屋国際会議場
　　　　名古屋市熱田区熱田西町
　　　　　　　　　　　　　  1番1号

議　題　第36期経過報告
　　　　第36期決算報告
　　　　第37期運動方針案
　　　　第37期予算案
　　　　功労者表彰
　　　　役員改選
　　　　その他　

代議員　大会議事運営規程により、各
　　　　支部へ通達
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日
頃
は
、
全
建
愛
知
の
組
織

拡
大
行
動
に
絶
大
な
る
ご
協
力

を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
日
、
世
界
規
模
の
不
況
に

よ
り
私
た
ち
建
設
業
も
た
い
へ

ん
厳
し
い
状
況
が
日
々
続
き
、

日
常
生
活
に
も
悪
影
響
が
及
ん

で
き
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
不
況
の
時
こ
そ
個
々
で
悩
ま

ず
、
仲
間
と
と
も
に
組
合
に
参

加
し
て
組
合
員
皆
様
の
希
望
が

持
て
、
頼
ら
れ
る
組
合
に
な
る

よ
う
組
織
拡
大
を
通
し
て
進
め

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
春
の
組
織
拡
大
強

化
月
間
（
五
月
～
七
月
）
の
幕

が
開
け
ま
し
た
。

　
各
支
部
の
拡
大
行
動
や
学
習

会
を
は
じ
め
青
年
部
・
主
婦
の

会
に
よ
る
組
織
拡
大
行
動
が
取

り
組
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
拡
大

グ
ッ
ズ
を
有
効
活
用
し
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
紹
介
者
へ
の
記

念
品
配
布
な
ど
、
皆
様
の
ご
協

力
を
得
て
組
合
の
内
外
に
積
極

的
に
組
合
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま

す
。
　
組
合
員
一
万
三
千
人
を
目
指

し
て
、
力
を
緩
め
る
こ
と
な
く

更
に
一
致
団
結
し
て
、
春
の
組

織
拡
大
に
何
卒
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
　
　
【
近
藤
組
織
部
長
　
記
】

各
支
部
・
青
年
部
・
主
婦
の
会
で
は

各
支
部
・
青
年
部
・
主
婦
の
会
で
は
……

　
各
支
部
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク
に

ノ
ボ
リ
や
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト

を
装
着
し
、
現
場
や
材
木
店
を

訪
問
し
、
役
員
か
ら
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
に
あ
る
健
康
保
険
の
制
度

や
メ
リ
ッ
ト
を
説
明
し
ま
し

た
。
　
一
人
で
も
多
く
の
仲
間
を
増

や
そ
う
と
、
各
支
部
の
役
員
が

意
欲
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
青
年
部
は
、
東
海
地
協
（
愛

知
・
三
重
・
静
岡
・
岐
阜
）
の

四
県
連
・
組
合
に
よ
る
、
統
一

組
織
拡
大
行
動
が
、
昨
年
八
月

三
日
（
日
）
に
各
県
で
実
施
さ

　
三
月
二
十

四
日
（
火
）
、

小
牧
市
議
会

三
月
定
例
議

会
に
お
い
て

「
公
共
工
事

に
お
け
る
建

設
労
働
者
の

適
正
な
労
働

条
件
確
保
等
に
関
す
る
意
見

書
」
が
請
願
案
件
と
し
て
提
出

さ
れ
、
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

　
全
建
愛
知
の
要
請
行
動
に
賛

同
し
て
い
た
だ
い
た
、
小
牧
市

議
会
議
員
・
谷
田
貝
将
典
氏
（
連

合
愛
知
推
薦
議
員
）
の
ご
尽
力

を
は
じ
め
、
各
会
派
、
全
建
愛

知
の
役
員
・
組
合
員
の
ご
理
解

と
ご
協
力
の
賜
物
と
感
謝
い
た

し
ま
す
。

　
ま
た
、
連
合
愛
知
で
も
平
成

二
十
年
六
月
に
「
公
契
約
に
関

す
る
基
本
法
の
制
定
を
求
め
る

意
見
書
」
の
取
り
組
み
を
行
う

こ
と
に
な
り
、
同
年
十
二
月
の

名
古
屋
市
議
会
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
ら
の
動
き
は
、
全
建
愛

知
が
取
り
組
ん
で
い
る
運
動
が

拡
が
り
を
見
せ
て
い
る
現
わ
れ

と
考
え
ま
す
。

　
引
き
続
き
賃
金
対
策
部
で

建設現場へ訪問し、組合未加入者の職人さんへ　　　　　　　

　　　　　　　　　　　 　組合パンフレットを手渡す役員（左）

組 織 部 長

近 藤 金 作

れ
ま
し
た
。

　
幹
事
十
二
名
は
三
河
方
面
に

出
向
き
、
現
場
や
新
規
加
入
者

宅
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
現
場
で
は
、
手
を
止
め
て
話

し
を
聞
い
て
い
た
だ
け
る
職
人

さ
ん
は
少
な
い
中
、
加
入
を
前

向
き
に
検
討
し
て
い
た
だ
け
る

方
も
お
り
、
成
果
が
得
ら
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
主
婦
の
会
で
は
幹
事

四
十
名
程
が
、
昨
年
五
月
三
日

（
祝
）
の
一
宮
支
部
住
宅
デ
ー

を
皮
切
り
に
、
他
五
支
部
（
中

村
・
岡
崎
・
春
日
井
・
守
山
・

海
部
津
島
支
部
）
に
参
加
し
、

広
い
会
場
内
を
歩
き
な
が
ら
組

合
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
主
婦
の
会

オ
リ
ジ
ナ
ル
爪
楊
枝
入
れ
な
ど

を
来
場
者
に
配
り
、
組
織
拡
大

行
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
、
各
支
部
や
青
年

部
・
主
婦
の
会
の
特
色
あ
る
組

織
拡
大
行
動
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

し
た
。
（
全
建
愛
知
か
ら
は
、

山
田
執
行
委
員
長
を
は
じ
め
、

七
名
が
参
加
）

　
主
催
者
を
代
表
し
て
、
棗
田

副
中
央
執
行
委
員
長
の
「
主
要

建
設
企
業
、
老
舗
の
地
場
ゼ
ネ

コ
ン
倒
産
が
相
次
ぎ
、
仲
間
も

か
つ
て
な
い
窮
地
に
追
い
込
ま

れ
て
い
る
。
全
建
総
連
も
こ
の

間
、
建
設
不
況
打
開
・
生
活
危

機
突
破
の
取
り
組
み
を
正
面
に

す
え
、
国
交
省
に
対
し
耐
震
改

修
助
成
制
度
の
拡
大
、
公
共
工

事
の
地
元
発
注
強
化
な
ど
緊
急

不
況
対
策
を
求
め
て
き
た
。
こ

の
決
起
集
会
で
さ
ら
に
団
結

し
、
地
方
自
治
体
に
も
『
仕
事

よ
こ
せ
。
緊
急
不
況
対
策
を
講

じ
ろ
』の
行
動
に
取
り
組
も
う
」

と
、
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
国
交
省
交
渉
団
を

代
表
し
、
山
田
副
中
央
執
行
委

員
長
（
全
建
愛
知
執
行
委
員
長
）

か
ら
「
月
に
三
日
程
し
か
仕
事

が
な
い
仲
間
が
い
る
中
、
第
二

次
補
正
予
算
が
成
立
し
て
も
改

善
の
実
感
は
ま
っ
た
く
な
い
。

地
域
工
務
店
へ
の
仕
事
を
確
保

す
る
施
策
を
求
め
て
い
く
」
と
、

力
強
い
決
意
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
多
く
の
国
会
議

員
が
駆
け
つ
け
る
中
、
地
元
愛

知
の
赤
松
広
隆
衆
院
議
員
か
ら

も
激
励
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
決
起
集
会
後
は
、
衆
参
両
院

の
議
員
面
会
所
前
で
請
願
行
動

を
行
い
、
諸
要
求
実
現
を
求
め
、

日
比
谷
公
園
ま
で
声
高
々
と
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
上
げ
デ
モ
行

進
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同

日
、
国
交
省
交
渉
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

は
、
県
内
で
ま
だ
採
択
さ
れ

て
い
な
い
自
治
体
の
議
会
と

行
政
に
「
建
設
業
の
厳
し
い

実
態
」
、
「
公
契
約
の
趣
旨
と

必
要
性
」
を
理
解
い
た
だ
き
、

「
意
見
書
」
を
各
自
治
体
か

ら
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
行

動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
運
動
の
目

的
で
あ
る
「
公
契
約
法
（
条

例
）
制
定
」
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

意見書を掲げる谷田貝議員

　
三
月
二
十
五
日
（
水
）
東
京

の
社
会
文
化
会
館
で
、「
全
建
総

連
三
・
二
五
建
設
不
況
打
開
・

生
活
危
機
突
破
、
消
費
税
引
上

げ
反
対
中
央
決
起
集
会
」
が
開

催
さ
れ
、
四
十
五
県
連
・
組
合

千
三
百
二
十
九
名
が
参
加
し
ま

決意表明を述べる山田副中央執行委員長（右）

三
・
二
五
 中
央
決
起
集
会
開
催

山
田
副
中
央
執
行
委
員
長
 決
意
表
明
述
べ
る

2009年05月01日

頼られる組合づく頼られる組合づくりり
苦しいときだからこそ、仲間と助け合お苦しいときだからこそ、仲間と助け合おうう

春の組織拡大強化月間／５月～７月

小
牧
市
・
全
会
一
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で
採

小
牧
市
・
全
会
一
致
で
採
択択

公
共
工
事
に
お
け
る
建
設
労
働
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の
適
正
な
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働
条
件
確

公
共
工
事
に
お
け
る
建
設
労
働
者
の
適
正
な
労
働
条
件
確
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但
し
、
二
十
歳
未
満
の
家
族

被
保
険
者
の
方
が
受
診
希
望
の

場
合
は
、
実
費
負
担
（
九
千
二

百
五
十
円
）
で
受
診
い
た
だ
け

ま
す
。

※
中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員

　
お
よ
び
組
合
員
外
は
受
診
で

　
き
ま
せ
ん
。

※
中
建
国
保
に
未
加
入
の
組
合

　
員
は
加
入
し
て
い
る
医
療
保

　
険
者
（
市
町
村
・
社
会
保
険

　
等
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

　
な
お
、
当

日
の
実
費
負

担
は
あ
り
ま

せ
ん
。

集
団
健
診
の
受
診
資

集
団
健
診
の
受
診
資
格格

　
「
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い

る
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
家
族

被
保
険
者
」
に
限
り
ま
す
。

汚 甥遠遠遠遠遠遠遠
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今
年
度
の
中
建
国
保
健
康
診

査
補
助
事
業
は
、
契
約
す
る
健

診
機
関
で
の
「
集
団
健
康
診
断
」

を
主
体
と
し
て
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

　
原
則
と
し
て
組
合
が
実
施
す

る
、
「
集
団
健
康
診
断
」
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
後
も
機
関
紙
キ
ャ
ロ
ッ
ト

や
組
合
Ｈ
Ｐ
で
日
程
・
会
場
等

を
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
生
活
習

慣
病
予
防
の
観
点
か
ら
、
保
険

者
（
中
建
国
保
）
に
特
定
の
健

康
診
断
及
び
そ
の
結
果
に
基
づ

く
保
健
指
導
を
実
施
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
、
被
保
険
者
四
十
歳

以
上
七
十
五
歳
以
下
の
方
の
受

診
率
四
十
％
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
の
達
成
率
に
よ
っ
て
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
の
支
援
金
へ

の
影
響
、ひ
い
て
は
保
険
料
へ
の

影
響
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
ぜ
ひ
被
保
険
者

の
皆
さ
ん
積
極
的
に
健
康
診
断

を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

　
組
合
の
集
団
健
康
診
断
で

は
、
特
定
健
診
に
必
要
な
基
本

項
目
の
他
、
今
年
度
は
大
腸
が

ん
検
診
（
二
日
法
）
を
実
施
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
労
働
安
全

衛
生
法
に
よ
る
必
須
項
目
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
現
場
入
場
や
親
会
社
等
へ
健

診
結
果
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
、
中
建
国

保
の
健
康
保
険
証
を
お
持
ち
に

な
り
集
団
健
康
診
断
へ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員
お
よ

中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員
お
よ
びび

集
団
健
康
診
断
開

集
団
健
康
診
断
開
催催

組
合
員
外
は
受
診
で
き
ま
せ
ん

７月より実施

（
予
約
不
要

（
予
約
不
要
））

集
団
健
康
診

集
団
健
康
診
断断

　
組
合
の
契
約
医
療
機
関
で
あ

れ
ば
、
通
年
で
集
団
健
康
診
断

と
同
様
の
健
診
項
目
を
実
費
負

担
な
し
で
受
診
で
き
ま
す
。

①
契
約
健
診
機
関
を
選
択
し
、

　
ご
自
身
で
健
診
予
約
を
お
願

　
い
し
ま
す
。

※
必
ず
、
中
建
国
保
の
組
合
員

　
で
あ
る
旨
を
伝
え
て
く
だ
さ

　
い
。

②
受
診
日
当
日
、
必
ず
窓
口
へ

　
「
健
康
保
険
証
」
を
提
示
し
て

　
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
か
ら
、
受
診
券
の
送

　
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

契
約
医
療
機
関
以
外
で
受
診
す
る
場

契
約
医
療
機
関
以
外
で
受
診
す
る
場
合合

　
契
約
医
療
機
関
以
外
で
、
受

診
を
希
望
す
る
場
合
、
中
建
国

保
の
規
定
の
条
件
（
受
診
者
資

格
・
健
診
項
目
）
を
満
た
し
て

い
な
い
と
補
助
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
　

　
必
ず
、
健
診
を
受
け
る
前
に

組
合
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
受

診
方
法
な
ど
を
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。

　
平
成
二
十
一
年
度
は
、
節
目

　
健
診
（
四
十
歳
以
上
七
十
歳

　
ま
で
五
歳
刻
み
）
が
廃
止
さ

　
れ
、
新
し
い
人
間
ド
ッ
ク
補

　
助
が
で
き
ま
し
た
。

１
．
人
間
ド
ッ
ク
の
補

１
．
人
間
ド
ッ
ク
の
補
助助

【
補
助
対
象
者

【
補
助
対
象
者
】】

　
四
十
歳
以
上
の
組
合
員
、
扶

　
養
家
族
（
適
用
除
外
の
従
業

　
員
以
外
の
者
）

【
補
助
金
額

【
補
助
金
額
】】

　
三
万
円
以
上
の
健
診
（
人
間

　
ド
ッ
ク
等
）
を
受
診
（
※
基

　
本
健
診
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

　
・
が
ん
検
診
を
含
ん
だ
健
診
）

　
さ
れ
れ
ば
、
一
万
五
千
円
を

　
補
助
し
ま
す
。

【
注
意
事
項

【
注
意
事
項
】】

　
健
診
補
助
は
年
度
内
一
回
に

　
な
り
ま
す
。
組
合
の
集
団
健

　
康
診
断
を
受
診
さ
れ
る
と
右

　
記
補
助
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

　
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
る

　
場
合
は
、
組
合
の
集
団
健
診

　
を
受
診
す
る
前
に
必
ず
組
合

　
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

２
．
適
用
除
外
事
業
所
の
従

２
．
適
用
除
外
事
業
所
の
従
業業

員
に
つ
い

　
員
に
つ
い
てて

　
適
用
除
外
事
業
所
※
1
の
従

業
員
は
労
働
安
全
衛
生
法
に
よ

る
事
業
者
健
診
の
実
施
義
務
が

優
先
す
る
た
め
、
原
則
と
し
て

中
建
国
保
の
「
個
人
に
対
す
る

健
康
診
査
補
助
事
業
」
か
ら
除

外
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
建
国
保
は
、
特
定
健
診
の

結
果
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
協
力
費
と
し
て

上
限
九
千
二
百
五
十
円
を
支
払

い
ま
す
。

※
１
　
適
用
除
外
事
業
所
…

　
法
人
の
事
業
所
、
ま
た
は
五

　
人
以
上
の
従
業
員
が
い
る
個

　
人
事
業
所
で
、
健
保
適
用
除

　
外
申
請
を
し
て
い
る
事
業
所

事
業
所

【
注
意
事
項
】

　
食
事
は
、
前
日
の
午
後
九
時

ま
で
に
お
済
ま
せ
い
た
だ
き
、

当
日
、
健
診
終
了
ま
で
水
以
外

の
摂
取
は
お
や
め
く
だ
さ
い
。

　
牛
乳
・
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
・

清
涼
飲
料
水
・
ガ
ム
・
飴
な
ど

も
検
査
数
値
に
影
響
を
与
え
ま

す
。

組
合
の
集
団
健
康
診

組
合
の
集
団
健
康
診
断断
 

　
　
　
　
　
　
メ
リ
ッ
ト

メ
リ
ッ
ト

①
実
費
負
担
な
し
で
、
労
働
安
 

　
全
衛
生
法
の
基
準
も
満
た
し

　
て
い
る
内
容
で
受
診
で
き
ま

　
す
。

②
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い
る

　
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
家
族

　
被
保
険
者
で
あ
れ
ば
受
診
で

　
き
ま
す
。

③
愛
知
県
内
各
所
で
集
団
健
康

診
断
会
場
を
設
け
ま
す
の
で
、

ご
自
宅
か
ら
近
い
場
所
で
受

診
で
き
ま
す
。ま
た
、
所
属
支

部
に
関
わ
ら
ず
、
ど
こ
の
健
診

会
場
で
も
受
診
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。健

診
項

健
診
項
目目

【
基
本
健
診
項
目
】

■
問
診

　
自
覚
症
状
・
既
往
歴
・
生
活
習
慣

■
理
学
的
検
査

　
視
診
・
触
診
・
打
診
・
聴
診

■
身
体
測
定

　
身
長
・
体
重
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
腹
囲

■
血
圧
測
定

■
血
液
検
査

　
中
性
脂
肪
・
H
D
L
コ
レ
ス
テ

　
ロ
ー
ル
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

　
ロ
ー
ル
・
Ｇ
Ｏ
Ｔ
・
Ｇ
Ｐ
Ｔ
・

　
r
|
Ｇ
Ｔ
Ｐ
・
Ｈ
b
Ａ
１
C

■
尿
検
査

　
尿
糖
・
尿
た
ん
ぱ
く

【
労
働
安
全
衛
生
法
の
追
加
項
目
】

　
胸
部
直
接
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

　
・
視
力
・
聴
力
・
心
電
図
・

　
血
液
検
査
（
R
B
C
・
H
b

　
・
H
t
）

【
ガ
ン
検
診
】

　
大
腸
ガ
ン
検
診
（
二
日
法
）

※集団健康診断につきましては、事前予約の必要はございません。
※所属支部に係わらず、どこの健診会場でも受診していただけます。
※今月号以降のキャロットをご確認の上、ご利用ください。
※受診者の方々が多く、会場がたいへん混雑する場合があります。何卒、ご理
　解ご協力よろしくお願いいたします。
※今年度は、愛知県栄養士会による「健康づくり教室」を実施いたしません。
　それに伴い、交通費の補助（500円）の支給がなくなります。

集団健康診断日程表

会場所在地会場名受付時間曜日月

名古屋市港区全建愛知会館
9:30～11:30日5

7

名古屋市南区名古屋セントラルクリニック

豊橋市
アイプラザ豊橋

（豊橋勤労福祉会館）9:30～11:30日12
一宮市尾西市民会館

名古屋市北区愛知県スポーツ会館
9:30～11:30日19

名古屋市守山区大森会館

津島市
アイプラザ津島

（津島勤労福祉会館）9:30～11:30日26
海部郡美和町美和町文化会館

一宮市尾西市民会館9:30～11:30日18
10

名古屋市緑区緑区役所9:30～11:30日25

契約健診機関一覧表
予約受付時間電話番号住所契約健診機関 名称

月～金曜日8:30～17:30

　  土曜日8:30～正　午
052-821-0090

名古屋市南区千竈通7-16-1名古屋セントラルクリニック

名古屋市中村区那古野1-47-1
国際センタービル10F

国際セントラルクリニック

名古屋市中村区名駅3-26-13
名古屋駅前S.I.Aビル12F

テルミナセントラルクリニック

愛知郡東郷町大字春木字白土1-1884和合セントラルクリニック

月曜日～金曜日
9:00～16:30052-741-9211名古屋市千種区今池1-8-4オリエンタル労働衛生協会

月～金曜日9:00～17:00
土曜日（第一土曜以外）9:00～13:000533-67-0101蒲郡市拾石町前浜40-10オリエンタル蒲郡健診センター

火曜日～土曜日
9:00～17:000566-75-7515安城市相生町14-14三河安城クリニック

月～金曜日9:00～11:30
担当　中村052-486-6875名古屋市中村区道下町2-26ライフ健康クリニック

月～金曜日8:30～17:00
　  土曜日8:30～11:300561-82-6194瀬戸市共栄通1-48瀬戸健康管理センター

月～金曜日8:30～17:00
   土曜日9:30～11:000120-489-545岡崎市竜美西1-9-1岡崎市医師会公衆衛生センター

月～金曜日9:00～17:00
       土曜日9:00～11:000564-24-2217岡崎市中岡崎町1-10宇野病院健診センター

月曜日～金曜日
9:00～17:00

0567-28-5151
（内線3111）津島市橘町3-73津島市民病院健康管理センター

月～金曜日9:00～17:30
       土曜日9:00～12:300569-27-7887半田市神田町1-1半田市医師会健康管理センター

月～金曜日10:00～17:00
       土曜日10:00～14:000565-57-3366豊田市駒新町金山1-12中野胃腸病院 健診センターなかの

月～金曜日8:30～17:30
       土曜日8:30～12:300532-61-3000豊橋市吾妻町137光生会病院 総合健診センター

契
約
医
療
機
関
で
あ
れ
ば
、
集
団
健
診
と
同
様
の

健
診
項
目
を
実
費
負
担
な
し
で
受
診
で
き

ま
す
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影

営

映
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嬰
嬰
嬰
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餌
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営

映
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嬰
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嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
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嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
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私
た
ち
が
加
入
し
運
営
す

る
中
建
国
保
は
、
組
合
員
の

皆
さ
ん
が
支
払
う
保
険
料

と
、
国
か
ら
の
補
助
金
で
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
は
、
中

建
国
保
加
入
の
皆
さ
ん
に
よ

る
直
接
行
動
で
あ
り
、
国
保

組
合
に
対
す
る
補
助
金
を
確

保
す
る
た
め
に
と
て
も
重
要

な
運
動
で
す
。

　
多
く
の
組
合
員
な
ら
び
に
、

ご
家
族
の
方
々
に
書
い
て
い
た

だ
い
た
要
請
ハ
ガ
キ
は
、
全
国

で
一
斉
に
投
函
さ
れ
、
受
け
取

る
厚
生
労
働
省
に
対
し
、
大
き

な
働
き
か
け
と
な
り
、
予
算
獲

得
の
た
め
の
足
が
か
り
に
な
り

ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
皆
さ
ん

に
お
書
き
い
た
だ
い
た
、
全
て

の
要
請
ハ
ガ
キ
に
目
を
通
し
て

い
ま
す
。
要
請
書
と
し
て
ふ
さ

わ
し
く
な
い
内
容
や
印
刷
・
コ

ピ
ー
、
建
設
業
と
関
わ
り
の
な

い
職
種
が
記
載
さ
れ
て
い
る
ハ

ガ
キ
は
、
全
建
総
連
に
返
さ
れ

て
い
ま
す
。
要
請
ハ
ガ
キ
は
、

必
ず
手
書
き
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
ハ
ガ
キ
は
、
組
合
で
ま
と
め

て
投
函
し
ま
す
の
で
、
直
接
ポ

ス
ト
へ
入
れ
ず
、
支
部
役
員
へ

お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　
全
建
愛
知
か
ら
は
二
万
三

千
二
百
枚
、
全
国
で
百
四
十

一
万
枚
を
超
え
る
ハ
ガ
キ

が
、
厚
生
労
働
省
へ
宛
て
て

一
斉
に
投
函
さ
れ
ま
す
。

　
長
引
く
不
況
の
中
、
少
し

で
も
私
た
ち
の
健
康
保
険
料

の
引
き
上
げ
が
抑
え
ら
れ
る

よ
う
、
組
合
員
と
ご
家
族
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※必ず手書きでお願いします。

※このハガキは投函しないでください！
　必ず、所属する支部へ提出してください。

唖

愛

阿

挨

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

哀
哀
哀

哀
哀
哀書き方見本

　乳癌は日本においては、1990年代半ばに胃がんを
抜いて女性の悪性腫瘍の第1位の罹患率となり、毎年

約１万人の方が死亡しています。　その罹患年齢（発症する年齢と考え
てください）は、２つのピークがあります。40代後半と70歳前後で
す。またとりわけ早期発見には、自己検診が不可欠です。ちなみに女
性の1000分の1程度と極稀な病気ですが、男性にも乳癌はあります。
　今月は、総論と自己検診についてです。まず、乳癌は死亡率が他の
癌に比べ高く、検診によってその死亡率を下げることができるとされ
ています。その検診の１つが自己検診であり、もう1つがマンモグラ
フィーと言われる放射線を使った検査です。マンモグラフィーは、若
干の痛みを伴う検査ですが、40代の女性における乳癌の死亡率を低下
させることが科学的にも立証された検査です。最低でも年に1回は、
この検査を受けたいものです。（外科のある病院で検査可能）
　ちなみに乳癌は、初潮が12歳未満、閉経が55歳以上であった人の
危険性が高く、また初産年齢が24歳未満の女性のリスクを１とすると
出産経験のない女性はおよそその2倍、35歳以上の高齢初産の場合は
2.5倍ものリスクになると言われています。また、経口避妊薬を内服
することで乳癌の危険性が増すことも知られています。これらは、い
ずれも乳癌と女性ホルモンには関連があるからとされています。
　次に自己検診についてです。乳腺は、女性ホルモンとの関係が指摘
されています。従って、生理終了後1週間ごろを目安に１ヶ月に１回
程度日を決めて、入浴時等に自ら触診をしてみることをお勧めします。
また、生理がない人の場合は、自分で任意に日を決めて行ってくださ
い。ポイントは２つです。
　１つ目は、乳房自体の触診方法です。検査をする方の腕を頭の下に
入れ仰向けに寝ます。背中にタオルなどを丸めて入れて、乳房が盛り
上がるようにするとより発見しやすいです。その上で検査する側とは
反対側の手の指の腹で肋骨に沿って、指を滑らすように平行な動作で
万遍なく触診をします。一般的乳癌は、乳房の腋に近い場所にできる
ことが多いのですが、それ以外の場所にも発症しますので満遍なく触
診をしてください。
　２つ目は、腋の下です。立位もしくは、座位で検査をする側の手を
今度は、ややおろして検査をする手の反対側の手を腋に軽く挟むよう
にして触診します。保健所や病院によっては、乳癌の検査のためのキ
ットがあり、乳癌の硬さや大きさがだいたいわかるよう指導してもら
えます。ただし、その大きさや硬さは千差万別であり、なかなか一言
で言うのは難しいです。怪しいと思えばすぐに外科を受診して相談し
てください。　　　　　　　　　　　　　　　　【岡本みつのり　記】

民主党 衆議院議員／組合推薦 シリーズ／パート
第9区／愛西市、一宮市（旧尾西市）、稲沢市、津島市、弥富市、海部郡
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乳癌について
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中
建
国
保
に
ご
加
入
の
皆
さ

ん
が
お
使
い
の
健
康
保
険
証
の

有
効
期
限
は
、
三
月
末
日
ま
で

で
す
。

　
有
効
期
限
が
切
れ
る
の
に
あ

わ
せ
て
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
が

所
属
す
る
各
支
部
に
て
、
保
険

証
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
保
険
証
交
換
会
に
行
け
ず
、

ま
だ
健
康
保
険
証
の
交
換
が
お

済
み
で
な
い
方
は
、
健
康
保
険

課
ま
で
速
や
か
に
ご
連
絡
い
た

だ
き
、
交
換
方
法
を
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
「
就
学
中
の
方
（
マ

ル
学
）
」
と
「
遠
隔
地
の
方
（
マ

ル
遠
）
」
の
健
康
保
険
証
は
、
本

部
事
務
所
で
の
取
り
扱
い
に
な

り
ま
す
の
で
、
別
途
該
当
者
へ

送
付
さ
れ
た
案
内
で
手
続
き
方

法
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

二
十
一
年
度
中
に
七
十
五
歳

二
十
一
年
度
中
に
七
十
五
歳
にに

到
達
す
る
家
族
の

　
　
　
　
到
達
す
る
家
族
の
方方

　
平
成
二
十
一
年
度
中
に
七
十

五
歳
に
到
達
す
る
家
族
の
方

は
、
誕
生
日
の
翌
日
で
中
建
国

保
の
資
格
喪
失
を
す
る
た
め
、

個
別
の
健
康
保
険
証
を
交
付
し

ま
す
。

（
保
険
証
の
有
効
期
限
が
組
合

員
や
他
の
家
族
と
異
な
る
た

め
）

二
十
一
年
度
中
に
組
合
員
が

二
十
一
年
度
中
に
組
合
員
が
　

七
十
五
歳
に
到
達
す
る
世

　
七
十
五
歳
に
到
達
す
る
世
帯帯

　
平
成
二
十
一
年
度
中
に
組
合

員
が
、
七
十
五
歳
に
到
達
す
る

場
合
、
健
康
保
険
証
の
有
効
期

限
は
、
七
十
五
歳
の
誕
生
日
ま

で
と
な
り
ま
す
。

問
合
　
保
険
証
交
換
に
つ
い
て

　
　
　
は
、
健
康
保
険
課
ま
で

　
　
　
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

健
康
保
険
証
の
交
換
を

お
忘
れ
な
く
、
速
や
か
に

２１年 度

◎日時　５月17日（日）
　　　　午前10時～

◎会場　全建愛知会館

※但し、お電話でのご予約が必要です

フリーダイヤル／0120-154-931

今月の新加入説明会

（イコーヨ クミアイ）

　今月の組合費等の自動引落

日 は27日（水）で す。26日

（火）までに、預金残高をご確

認ください。　

　尚、引落不能

の場合は、右表

のとおり翌月に

延滞金が加算さ

れます。

自動引落のお知らせ

１ヶ月    300円

2ヶ月    800円

3ヶ月 1,800円

　

　中建国保の健全な運営の

ため、職種の変更・組織変更

（個人から法人）・転業・廃

業等がありましたら、組合の

健康保険課へご連絡くださ

い。

中建国保からのお知らせ

ハ
ガ
キ
要
請
行
動
に
ご
協
力

ハ
ガ
キ
要
請
行
動
に
ご
協
力
をを

建
設
国
保
の
安
定
運
営
の
た
め
の
予
算
要

建
設
国
保
の
安
定
運
営
の
た
め
の
予
算
要
求求
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平
成
二
十
年
六
月
か
ら
八
月

に
集
団
健
康
診
断
を
受
診
さ

れ
、
石
綿
関
連
疾
患
検
査
を
希

望
さ
れ
た
六
百
三
十
三
名
中
二

十
八
名
の
方
と
、
過
去
の
面
接

指
導
欠
席
者
三
十
七
名
の
方

が
、
今
回
の
面
接
指
導
の
対
象

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
内
、
十
六
名
の
方
が
、

三
月
十
五
日
（
日
）
に
全
建
愛

知
会
館
で
、
愛
教
大
／
久
永
教

授
、
愛
知
医
大
／
柴
田
准
教
授
、

名
大
医
学
部
／
上
島
准
教
授
三

名
の
有
識
者
に
よ
る
面
接
指
導

に
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
面
接
指
導
で
は
、
出
席
者
の

既
往
歴
・
職
歴
の
聞
き
取
り
と
、

健
康
診
断
等
で
撮
影
さ
れ
た
X

線
写
真
の
読
影
か
ら
、
石
綿
に

よ
る
ば
く
露
の
有
無
を
確
認

し
、
そ
の
結
果
、
Ｃ
Ｔ
撮
影
に

よ
る
詳
し
い
再
検
査
、
ま
た
は

経
過
観
察
の
判
定
を
行
い
、
今

後
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
指
導

し
ま
し
た
。

　
十
五
日
の
面
接
指
導
の
結
果

は
、
十
四
名
の
方
が
再
度
検
査

が
必
要
と
判
定
さ
れ
、
他
の
二

名
の
方
は
経
過
観
察
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
平
成
二
十
年
九
月
か

ら
平
成
二
十
一
年
二
月
の
間
に

集
団
健
康
診
断
を
受
診
さ
れ
、

石
綿
関
連
疾
患
検
査
を
希
望
さ

れ
た
四
百
五
十
九
名
の
有
識
者

に
よ
る
X
線
写
真
の
読
影
も
実

施
、
三
十
三
名
の
方
が
対
象
に

な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
三
十
三
名
の
方
、
及

び
過
去
に
面
接
指
導
を
欠
席
さ

れ
た
方
の
面
接
に
つ
き
ま
し
て

は
、
六
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
者
の
方
に
は
、
後
日
、

面
接
の
ご
案
内
を
お
送
り
し

ま
す
。

　
所
見
が
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
方
に
は
、
結
果
の
ご
連
絡

は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご

承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

　
石
綿
関
連
疾
患
検
査
に
つ

き
ま
し
て
は
、
一
度
検
査
を

受
け
ら
れ
所
見
が
無
け
れ

ば
、
次
回
よ
り
検
査
を
す
る

必
要
は
な
い
と
い
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

胸
部
の
状
態
は
変
化
す
る
可

能
性
も
有
り
ま
す
の
で
、
毎

年
受
け
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

面
接
指
導
を
受
け
る
組
合
員
（
左
）

　
日
本
機
関
紙
協
会
主
催

の
「
二
〇
〇
九
全
国
新
年

号
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

日
頃
、
培
っ
た
機
関
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
技
術
を

競
い
合
い
学
び
合
う
こ
と

を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
　
全
建
愛
知
も
技
術
向
上

を
目
指
し
、
機
関
紙
部
門

（
六
十
一
紙
）
と
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
部
門
（
二
十
点
）
へ
応

募
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

部
門
に
お
い
て
、
優
秀
賞
を
受

賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
昨
年
四
月
一
日
よ
り
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
公
開
し
、「
す
っ
き
り
し

た
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
で
、
明
る
く
・

わ
か
り
や
す
く
・
見
や
す
い
」

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
制
作
し
ま

し
た
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
は
、
組
合

内
外
の
多
く
の
方
々
に
見
て
い

た
だ
き
、
組
合
員
さ
ん
か
ら
も

好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
携
帯
電
話

の
サ
イ
ト
か
ら
「
健
康
保
険
料

や
労
災
保
険
料
」
の
計
算
が
簡

単
に
で
き
、
組
合
未
加
入
者
へ

の
加
入
促
進
に
一
役
か
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
資
料
請
求
の
依

頼
が
多
く
来
る
よ
う
に
な
り
、

ア
ク
セ
ス
数
も
増
加
傾
向
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
上
位
入
賞
で
き

た
の
も
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
か

ら
の
記
事
の
投
稿
な
ど
、
ご
協

力
い
た
だ
い
た
賜
物
で
す
。

　
今
後
と
も
、
キ
ャ
ロ
ッ
ト
の

ご
愛
読
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ご
視
聴
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横
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横
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横
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横
横
横
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横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
優
秀
賞
受
賞

見
や
す
さ
と
わ
か
り
や
す
さ
が
評
価

２００９

親
子
に
熱
心
な
指
導
を
す
る
役
員
（
左
）

　
「
エ
コ
な
住
ま
い
で
快
適
ラ

イ
フ
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
、
住
ま
い
に
関
す
る
情
報
を

総
合
的
に
提
供
す
る
場
と
し

て
、「
ハ
ウ
ジ
ン
グ
＆
リ
フ
ォ
ー

ム
あ
い
ち
２
０
０
9
」
が
、
三

月
十
三
日
（
金
）
～
十
五
日
（
日
）

ま
で
の
三
日
間
（
来
場
者
数
三

万
四
百
人
）
吹
上
ホ
ー
ル
（
名

古
屋
市
千
種
区
）
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
全
建
愛
知
は
、「
親
子
大
工
教

室
（
イ
ベ
ン
ト
広
場
）
」
と
「
住

ま
い
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
に
参

加
し
ま
し
た
。

　
住
ま
い
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
来
場
者
か
ら
耐
震
補
強

の
相
談
と
予
算
、
住
宅
の
建
替

え
を
考
え
て
い
る
が
住
宅
メ

ー
カ
ー
の
見
極
め
方
な
ど
の

質
問
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し

た
。
　
な
か
で
も
耐
震
の
相
談
が

集
中
し
て
い
た
よ
う
で
、
例

年
よ
り
多
い
相
談
者
に
追
わ

れ
な
が
ら
も
、
役
員
が
熱
心

に
相
談
に
の
っ
て
い
ま
し

た
。
　
そ
し
て
、
十
五
日
（
日
）

の
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
は
、
毎

年
大
盛
況
の
親
子
大
工
教
室

が
行
わ
れ
、
今
年
は
木
製
フ
ラ

ワ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
製
作
し
ま

し
た
。

　
当
日
の
早
朝
、
吹
上
ホ
ー
ル

に
は
住
宅
対
策
部
担
当
役
員
が

集
ま
り
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
木

製
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
材
料

や
工
具
な
ど
を
手
際
よ
く
準
備

し
て
い
ま
し
た
。

　
午
前
十
時
の
開
場
と
と
も
に

イ
ベ
ン
ト
広
場
に
き
た
親
子
が

予
約
を
入
れ
る
な
ど
、
親
子
大

工
教
室
の
人
気
振
り
が
伺
え
ま

し
た
。

　
次
第
に
、
会
場
内
い
は
金
づ

ち
を
叩
く
音
が
響
き
渡
り
、
夢

中
に
木
製
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ッ
ク
ス

作
り
を
す
る
親
子
や
、
初
め
て

金
づ
ち
を
手
に
し
て
釘
を
打
つ

子
供
た
ち
の
真
剣
な
姿
で
し

た
。
　
会
場
内
を
慌
し
く
駆
け
回
る

役
員
の
額
に
は
、
汗
が
浮
か
ん

で
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
親
子
は
、「
会
場
か

ら
家
が
近
く
な
の
で
、
毎
年
楽

し
く
遊
び
に
来
て
い
ま
す
。
今

回
も
、
子
ど
も
と
一
緒
に
な
っ

て
作
っ
た
、
力
作
の
木
製
フ
ラ

ワ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が
完
成
し
ま
し

た
」
と
、
笑
顔
で
語
っ
て
い
ま

し
た
。

　
来
場
者
は
例
年
よ
り
若
干
少

な
い
よ
う
で
し
た
が
、
準
備
し

て
い
た
六
十
組
の
材
料
は
な

く
な
り
、
親
子
そ
ろ
っ
て
木
の

温
も
り
に
触
れ
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
役
員
た
ち
は
、
楽
し
く
親
子

が
一
つ
の
作
品
を
作
る
姿
に
感

心
し
な
が
ら
、
無
事
に
終
え

ホ
ッ
と
し
た
様
子
で
し
た
。

ハ
ウ
ジ
ン
グ
＆
リ
フ
ォ
ー
ム
あ
い
ち
2
0
0

ハ
ウ
ジ
ン
グ
＆
リ
フ
ォ
ー
ム
あ
い
ち
2
0
0
99

初
め
て
の
釘
打
ち
に
真
剣
な
姿
の
子
供
た

初
め
て
の
釘
打
ち
に
真
剣
な
姿
の
子
供
た
ちち

住宅対策部
石
綿
関
連
疾
患
検
査

面
接
指
導
実
施

　
「
特
定
住
宅
瑕
疵
担
保
責
任

の
履
行
の
確
保
等
に
関
す
る
法

律
」
（
住
宅
瑕
疵
担
保
履
行
法
）

に
よ
り
、
平
成
二
十
一
年
十
月

一
日
以
降
に
引
き
渡
す
新
築
住

宅
を
請
負
う
施
工
者
や
売
り
主

に
対
し
て
十
年
間
、
住
宅
の
基

本
構
造
部
分
等
に
瑕
疵
（
欠
陥
）

が
生
じ
た
場
合
に
瑕
疵
担
保
責

任
を
果
た
す
た
め
の
資
力
確
保

と
し
て
、
保
証
金
の
供
託
ま
た

は
保
険
へ
の
加
入
が
義
務
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
保
険
に
加
入
す
る
た
め
に

は
、
着
工
前
に
申
し
込
み
、
建

築
中
に
現
場
検
査
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
引
渡
し
が
平

成
二
十
一
年
十
月
一
日
以
降
と

な
る
予
定
の
住
宅
は
、
あ
ら
か

じ
め
保
険
を
申
し
込
ん
で
お
く

こ
と
が
必
要
で
す
。
九
月
末
日

以
前
引
渡
し
予
定
で
あ
っ
て

も
、
工
期
の
延
長
や
売
れ
残
り

に
よ
り
引
渡
し
時
期
が
ず
れ
込

む
可
能
性
も
考
慮
し
た
準
備
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

㈶
住
宅
保
証
機
構
で
は
住
宅
瑕

疵
担
保
責
任
保
険
「
ま
も
り
す

ま
い
保
険
」
を
住
宅
瑕
疵
担
保

履
行
法
に
基
づ
き
国
土
交
通
大

臣
指
定
保
険
法
人
と
し
て
、
す

べ
て
の
住
宅
事
業
者
を
対
象
と

し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

保
険
加
入
の
申
込
前
に
住
宅
保

証
機
構
に
事
業
者
登
録
手
続
き

を
済
ま
せ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
　
『
ゆ
う
ゆ
う
住
宅
』
は
、
全

建
総
連
が
㈶
住
宅
保
証
機
構
と

提
携
し
て
運
用
す
る
高
耐
久
・

高
品
質
な
木
造
住
宅
で
あ
り
、

住
宅
瑕
疵
担
保
履
行
法
対
応
の

㈶
住
宅
保
証
機
構
　
住
宅
瑕
疵

担
保
責
任
保
険
「
ま
も
り
す
ま

い
保
険
」
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
　

　
さ
ら
に
一
般
住
宅
に
比
べ
保

険
料
が
割
安
で
す
。
全
建
愛
知

は
「
ま
も
り
す
ま
い
保
険
」
、『
ゆ

う
ゆ
う
住
宅
』
の
取
扱
い
事
務

所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
合
　
住
宅
対
策
部
ま
で
ご
連

　
　
　
絡
く
だ
さ
い
。

※左記は、資力確保義務のある建設業者
　及び宅建業者（中小企業者コース）、基
　本契約（保険金2,000万円）の場合の
　額。

保険料等（保険料＋現場検査手数料）

ゆうゆう住宅一般住宅住宅の床面積

50,59058,980100愛未満

56,03068,970100愛以上125愛未満

67,02089,040125愛以上150愛未満

84,290120,450150愛以上

ゆうゆう住宅のメリット

※現場検査手数料は、2階建（現場検査2
　回）の場合の額。

※左記金額には、2回分の現場検査手数
　料が含まれています。

―

ゆ
う
ゆ
う
住
宅

―
 ゆ
う
ゆ
う
住
宅
 ――

高
耐
久
・
高
品
質
な
木
造
住

高
耐
久
・
高
品
質
な
木
造
住
宅宅



　
四
月
十
二
日
（
日
）
、

小
牧
支
部
総
会
＆
レ
ク

（
潮
干
狩
り
）
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
組
合
員
と
そ
の
家
族
六

十
八
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　
集
合
時
間
に
全
員
が
集

ま
り
、
今
回
の
目
的
地
知

多
美
浜
へ
出
発
。
予
定
よ

り
早
い
到
着
に
な
り
、
潮

が
引
く
ま
で
準
備
。

　
海
に
入
る
と
ま
だ
水
が

冷
た
く
、
そ
れ
で
も
元
気

よ
く
ア
サ
リ
、
ア
サ
リ
と

手
を
動
か
し
獲
れ
る
と
大

き
な
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま

し
た
。

　
「
今
年
は
小
さ
い
ね
」
、

「
そ
ん
な
こ
と
な
い
よ
、

大
き
い
の
も
た
く
さ
ん
あ

る
よ
」
と
、
話
声
が
聞
か

れ
、
渡
さ
れ
た
袋
い
っ
ぱ

い
詰
め
宿
に
引
き
あ
げ
ま

し
た
。

　
総
会
は
何
事
も
な
く
無

事
終
り
、
楽
し
い
食
事
が

始
ま
り
、
お
腹
が
空
い
た

せ
い
か
よ
け
い
に
美
味
し

か
っ
た
。

　
「
い
つ
も
の
と
き
よ
り

一
品
多
い
よ
う
だ
ね
」
、

（
お
母
さ
ん
の
会
話
）
美

味
し
か
っ
た
で
す
。

　
海
産
物
店
で
、
お
み
や

げ
を
た
く
さ
ん
買
い
求
め

帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　
事
故
も
な
く
無
事
帰

れ
、
楽
し
い
一
日
で
終
わ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
【
木
賀
恵
一
通
信
員
】
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　３月15日（日）21年度総会が、東
海健康センターにて参加者72名で、午
前11時より開催されました。
　役員の緊張の中、開会の挨拶に始ま
り、来賓・各議員さんより挨拶をいた
だき、議題に入りました。
　質疑・応答も活発に議論され、活気
ある総会となりました。
　役員改選もあり、新支部長に坂田英夫氏が選出され、佐々部誠前支
部長には感謝状が送られました。

　第2部は、お楽しみの食事会。
　組合員・家族共々、和気あいあいと、
飲んだり、食べたりでお腹いっぱい。
後は、温泉に入り終了となりました。
　支部では、今年、青年部育成に力を
入れ、支部長を始め役員一同、心を1
つにして活動することを誓いました。
　　　　　　　【保科すみ子通信員】
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支
部
総
会
の
様
子

新
支
部
長
の
坂
田
さ
ん

小
牧
支
部
／
支
部
総
会
＆
レ
ク

４月１２日

袋
い
っ
ぱ
い
の
ア
サ
リ

　４月12日（日）、大人79名・小人
11名総勢90名参加、バス２台に満員
乗車で晴天の中を出発しました。
　桜の花吹雪に送られて、高速道路を
一路イチゴ狩りを目指して直行。
　ハウスの中のイチゴは、どれを採っ
ても真っ赤に熟して、これ以上のもの
はないよと、子供たちの来るのを待っ
ていたかのようです。腹一杯満足ので

きる一時
でした。
　順路は伊那梅苑にて、満開の梅の花をま
じかに感じながら心地のよい散歩道。イチ
ゴで一杯のお腹が少し落ち着いたところ
で、駒ヶ根インターまで移動。
　昼食は、豚牛馬のしゃぶしゃぶと馬刺し
の食べ放題の食卓を前に、組合員さんの笑
顔が、今日の企画を成功のものと受け取り
ました。
　帰りの車窓からは、満開の桜が「また来
てください」と言っているように見送って
くれました。スタッフのこれからの活動を
期待します。帰宅時間は予定時刻でした。
　　　　　　　　　　　【髙栁春雄通信員】
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名東支部／信州イチゴ狩りの旅 ４月１２日

参加者の笑顔が絶えませんでした

真っ赤なイチゴ美味しいよ

お肉モリモリ食べています

 　
三
月
十
四
日
（
土
）
～
十

五
日
（
日
）の
一
泊
二
日
で
、

北
支
部
青
年
部
主
催
Ｕ
Ｓ
Ｊ

一
泊
バ
ス
の
旅
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　
十
四
日
の
朝
は
、
雨
が

降
っ
て
い
て
心
配
で
し
た

が
、
二
十
九
名
を
乗
せ
た
バ

ス
が
大
阪
に
着
く
頃
に
は
雨

も
あ
が
り
、
絶
好
の
イ
ベ

ン
ト
日
和
と
な
り
ま
し

た
。
　
十
四
日
の
Ｕ
Ｓ
Ｊ
来
場

者
数
は
、
お
よ
そ
四
万
人

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
各

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
待
ち

時
間
は
平
均
一
時

間
位
で
、
多
い
方
で

も
五
～
六
ヵ
所
回

る
の
が
精
一
杯
と

の
こ
と
で
し
た
。

　
十
五
日
は
、
な
ん
ば

地
区
自
由
散
策
で
千

日
通
り
や
道
頓
堀
な

ど
を
散
策
し
て
、
た
こ

焼
き
や
お
好
み
焼
き

な
ど
の
名
物
食
べ
歩

き
を
す
る
方
や
、
吉
本

新
喜
劇
を
見
に
行
く

方
な
ど
各
々
大
阪
の

街
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
帰
り
の
道
中
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
現
地

調
達
し
た
景
品
で
大
変
盛
り

上
が
り
、
と
て
も
楽
し
い
旅

行
で
し
た
。

　
　
　
　
【
曾
我
辰
也
　
記
】
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北
支
部
青
年
部
／
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン

U
S
J
と
大
阪
を
満
喫
３月１４日

ご家族そろって　ハイ チーズ

大阪心斎橋にて
～１５日

 年度変わりの大きな行事
天白支部／支部総会＆懇親会 ３月１５日

　
三
月
十
五
日
（
日
）
中
川
熱

田
支
部
青
年
部
レ
ク
を
開
催

し
、
バ
ス
三
台
・
百
十
一
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
名
古
屋
駅
西
口
に
七
時
に

集
合
し
、
七
時
三
十
分
、
高
山

へ
と
飛
騨
牛
ラ
ン
チ
と
高
山

散
策
へ
と
出
発
で
す
。

　
ま
ず
は
、
バ
ス
の
中
で
行

程
の
説
明
を
し
て
い
き
な

が
ら
順
調
に
高
山
へ
と
向

か
っ
て
い
き
、ひ
る
が
の
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
で
休
憩
を
と

り
、
前
日
が
雪
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

は
雪
景
色
で
、
幹
事
さ
ん
は

子
供
達
と
雪
合
戦
を
や
り
、

さ
す
が
に
四
対
一
と
圧
倒
的

な
不
利
な
条
件
で
、
逃
げ
る

の
に
必
死
で
雪
ま
み
れ
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
昼
食
の
前
に
高
山
市
内
を

散
策
し
、
皆
さ
ん
お
土
産
を

た
く
さ
ん
買
っ
て
こ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
珍
し
い
お
土

産
が
あ
り
、
高
山
市
内
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
限
定

の
さ
る
ぼ
ぼ
や
、
高
山
駅
限

定
さ
る
ぼ
ぼ
駅
弁
な
ど
を
買

っ
て
こ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
昼
食
会
場
へ
と

向
か
い
、
さ
す
が
に
飛
騨
牛

と
あ
っ
て
六
品
も
料
理
が
出

て
き
て
、
皆
さ
ん
美
味
し
そ

う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
温
泉
に
つ
か

り
、
朝
の
疲
れ
を
と
り
、
高
山

ま
つ
り
の
森
を
見
学
し
、
高

山
を
後
に
し
ま
し
た
。

　
帰
り
の
バ
ス
の
中
で
は
、

ビ
ン
ゴ
大
会
で
盛
り
上
が

り
、
楽
し
い
一
日
を
皆
さ
ん

と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
ま

た
こ
の
よ
う
な
企
画
を
や

っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
【
寺
田
久
通
信
員
】
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ひ
る
が
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
休
憩
中

　
　
中
川
熱
田
支
部
青
年
部
／
飛
騨
高
山
散
策

風
情
あ
る
飛
騨
路
を
堪
能

３月１５日

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
の
一
時

　4月12日（日）、春日井支部
恒例のバスツアーが行われま
した。
　行き先は鳥羽水族館、伊勢神
宮とおかげ横丁です。
　水族館では、スナメリやマナ
ティーなどの可愛らしいしぐ
さに心癒され、様々な海の生き
物達の姿に魅せられました。
　伊勢神宮では、八百方の神々
を肌で感じ、厳かな雰囲気に包

まれ、身も心も清々しくなりました。特に宮内へと導く橋は、ちょう
ど新しい橋を作っている途中で、仮橋を渡ることとなり、これも又、
滅多にない珍しい体験になりまし
た。
　昼食は伊勢エビ、ホタテ、大あ
さり、鯛のお刺身にカブト煮など、
海の幸をたっぷり味わいました。
　さて、来年はどこへ行くことに
なるでしょうか…？たった１日だ
けの日帰りバス旅行ではあります
が、組合員の皆さん、又、是非参
加してくださいね樺
　　　　　【中世古ゆかり通信員】
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春日井支部／鳥羽水族館と伊勢神宮の旅 ４月１２日

海
の
幸
い
っ
ぱ
い
の
昼
食

新
し
い
橋
を
作
っ
て
い
ま
す

うまし国三重を満喫

大
漁
か
な
～

お
腹
空
い
た
よ



印
紙
税
の
税
率
の
軽
減
措
置
の
延

印
紙
税
の
税
率
の
軽
減
措
置
の
延
長長

　
主
婦
の
会
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
活
動
の
経
過
や
決
算
を
報
告

し
、
今
度
の
活
動
方
針
や
予
算

を
確
認
す
る
た
め
、
二
年
に
一

度
「
定
期
総
会
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
主
婦
の
会
の

活
動
等
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

支
部
で
の
取
り
組
み
の
参
考

に
、
ま
た
、
主
婦
の
会
未
設
立

支
部
に
つ
い
て
は
設
立
の
足
掛

か
り
に
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
よ
り
一
層
主
婦
の
会
を

盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
多
く
の
皆
様
の
ご
出

席
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
五
月
二
十
三
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
十
時
三
十
分
～

　
　
　
　
正
午

■
会
場
　
全
建
愛
知
会
館

■
会
費
　
無
料

■
備
考
　
総
会
終
了
後
、
懇

　
　
　
　
親
会
を
行
な
い
ま

　
　
　
　
す
。

■
申
込
・
問
合
　

　
　
　
　
支
部
主
婦
の
会
役

　
　
　
　
員
ま
た
は
主
婦
の

　
　
　
　
会
担
当
の
中
村
・

　
　
　
　
丹
羽
・
三
好
ま
で

　
　
　
　
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

前回開催された定期総会の様子

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

主婦の会

定
期
総
会
開
催

皆
さ
ん
ご
出
席
く
だ
さ
い

家 寡加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

家
寡

加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加

　
生
活
習
慣
病
予
防
や
ダ
イ

エ
ッ
ト
に
、
手
軽
な
有
酸
素

運
動
と
し
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
が
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
効
果
は
、
脂
肪
の
燃
焼

だ
け
で
は
な
く
、
歩
く
こ
と
で

疲
れ
に
く
い
体
を
つ
く
り
、
ス

ト
レ
ス
解
消
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
　
主
婦
の
会
で
は
、
運
動
不
足

解
消
の
た
め
に
、
東
山
動
植
物

園
内
を
一
万
歩
目
指
し
て
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
運
動
は
苦
手
…
と
い
う
方

も
、
植
物
園
内
に
あ
る
自
然
林

を
生
か
し
た
散
策
コ
ー
ス
を
楽

し
み
な
が
ら
自
分
の
ペ
ー
ス
で

歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？
毎
日
の

生
活
を
ち
ょ
っ
と
変
え
て
、
運

動
不
足
を
解
消
す
る
こ
と
で
、

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
、
ま
た

症
状
を
改
善
す
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
建
設
業
に
従
事
す
る
組
合
未

加
入
の
お
知
り
合
い
の
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
こ
の

機
会
に
是
非
お
誘
い
の
上
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
多
数
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
六
月
三
日
（
水
）

　
午
前
十
時
～
正
午
（
雨
天
決
行
）

■
集
合
　
東
山
動
植
物
園

　
植
物
園
エ
リ
ア
入
り
口
付
近

　
（
地
下
鉄
東
山
線
「
星
ヶ
丘
」
駅

　
下
車
 六
番
出
口
よ
り
徒
歩
七
分
）

■
行
先
　
東
山
動
植
物
園

■
会
費
　
無
料

■
定
員
　
八
十
名
（
定
員
満
了
次
第
〆
切
）

■
持
物
　
飲
み
物
、
タ
オ
ル
な
ど

■
申
込
　
参
加
希
望
の
方
は
、

　
五
月
十
八
日
（
月
）
ま
で
に

　
支
部
主
婦
の
会
役
員
・
幹
事
、

　
ま
た
は
組
合
の
中
村
・
丹
羽
・

　
三
好
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
備
考
　
動
き
や
す
い
服
装
と

　
歩
き
や
す
い
靴
で
ご
参
加
く

　
だ
さ
い
。
参
加
者
全
員
に
歩

　
数
計
を
ご
用
意
い
た
し
ま
す
。

以前行われた講習会（メタボ体操）

　
労
働
安
全
衛
生
法
・
関
係
法

令
に
基
づ
く
、
玉
掛
け
技
能
講

習
会
を
次
の
と
お
り
実
施
い
た

し
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
お
申
込
く

だ
さ
い
。

【
学
科
】

■
日
程
　
六
月
十
三
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　
　
十
四
日
（
日
）

■
科
目
　
知
識
・
力
学
・
玉
掛
け

　
　
　
　
の
方
法
・
法
令
・
試
験

【
実
技
】

■
日
程
　
六
月
二
十
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　
二
十
一
日
（
日
）

■
科
目
　
玉
掛
け
実
技
・
試
験

■
備
考
　
学
科
・
実
技
と
も
に
、

　
時
間
と
会
場
は
、

　
午
前
九
時
～
午
後
五
時
十
分

　
岡
崎
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
岡
崎
市
羽
根
町
字
小
豆
坂
一
一
七
‐
三

■
申
込
・
問
合
　
資
格
税
務
課

　
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

受
講
者
募
集

玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
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玉
掛
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
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技
能
講
習
会
開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催

　
建
設
業
に
お
い
て
、
高
所
か

ら
の
墜
落
・
転
落
に
よ
る
労
働

災
害
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
回
、
足
場
等
か
ら
の
墜

落
防
止
等
の
対
策
の
強
化
を
図

る
た
め
、
足
場
、
架
設
通
路
及

び
作
業
構
台
か
ら
の
墜
落
防
止

措
置
等
に
関
し
、
労
働
安
全
衛

生
規
則
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

　
改
正
さ
れ
た
規
則
は
、
平
成

二
十
一
年
六
月
一
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
す
。

①
足
場
か
ら
の
墜
落
防
止

①
足
場
か
ら
の
墜
落
防
止
　

措
置
等
の
充

　
　
　
　
　
措
置
等
の
充
実実

・
足
場
の
種
類
に
応
じ
て
次
の

　
墜
落
防
止
措
置
が
必
要
に
な

　
り
ま
す
。

※
わ
く
組
足
場

　
交
さ
筋
か
い
下
部
の
す
き
間

　
か
ら
の
墜
落
防
止
す
る
た

　
め
、
交
さ
筋
か
い
に
加
え
、

　
「
下
さ
ん
」
や
「
幅
木
」
等

　
の
設
置
、
又
は
、
「
手
す
り

　
わ
く
」
の
設
置

※
わ
く
組
足
場
以
外
の
足
場

　
　
　
　
（
一
側
足
場
を
除
く
）

　
手
す
り
の
下
部
か
ら
の
墜
落

　
を
防
止
す
る
た
め
、「
高
さ
八

　
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

　
の
手
す
り
」
に
加
え
「
中
さ

　
ん
」
等
の
設
置

・
物
体
の
落
下
防
止
措
置
と
し

　
て
、
「
幅
木
」
「
メ
ッ
シ
ュ

　
シ
ー
ト
」
「
防
網
」
の
設
置

　
等
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

②②
足
場
の
安
全
点
検
等
の
充

足
場
の
安
全
点
検
等
の
充
実実

　
足
場
の
点
検
に
つ
い
て
次
の

措
置
が
新
た
に
求
め
ら
れ
ま

す
。

・
当
日
の
作
業
開
始
前
に
「
手

　
す
り
等
の
取
り
は
ず
し
や
脱

　
落
の
有
無
の
点
検
」
の
実
施

・
悪
天
候
等
後
に
実
施
す
る
点
検

　
内
容
等
の
記
録
と
そ
の
保
存

※
足
場
と
同
様
に
架
設
通
路
や

　
作
業
構
台
に
つ
い
て
も
同
様

　
に
改
正
さ
れ
、
所
要
の
規
定

　
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

　
「
租
税
特
別
措
置
法
」
の
一
部

改
正
に
よ
り
、「
不
動
産
売
買
契

約
書
」
及
び
「
建
設
工
事
請
負

契
約
書
」
に
つ
い
て
、
平
成
二

十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に

作
成
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
契
約
書

に
つ
い
て
軽
減
措
置
の
対
象
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
二

十
一
年
四
月
一
日
以
降
（
平
成

二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
）
に
作
成
さ
れ
る
契
約
書
に

つ
て
い
も
印
紙
税
の
軽
減
措
置

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
軽
減
措
置
の
対
象
と
な
る
契

約
書
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に

「
不
動
産
の
譲
渡
に
関
す
る
契

約
書
」
又
は
「
請
負
に
関
す
る

契
約
書
（
建
設
工
事
の
請
負
に

係
る
契
約
に
基
づ
き
作
成
さ
れ

る
も
の
に
限
ら
れ
ま
す
）
」
の
う

ち
、
こ
れ
ら
の
契
約
書
に
記
載

さ
れ
た
契
約
金
額
が
一
千
万
円

を
超
え
る
も
の
で
、
平
成
二
十

三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

に
作
成
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
契
約
書
に

該
当
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ

の
文
書
の
名
称
は
問
わ
ず
、
ま

た
、
土
地
・
建
物
の
売
買
や
建

設
請
負
の
当
初
に
作
成
さ
れ
る

契
約
書
の
ほ
か
、
売
買
金
額
の

変
更
や
工
事
請
負
内
容
の
追
加

等
の
際
に
作
成
さ
れ
る
変
更
契

約
書
や
補
充
契
約
書
等
に
つ
い

て
も
軽
減
措
置
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

※
契
約
金
額
の
区
分

　
一
千
万
円
を
超
え
五
千
万
円

　
以
下
の
も
の

　
本
則
税
率
　
　
二
万
円

　
軽
減
後
税
率
　
一
万
五
千
円

※
契
約
金
額
の
区
分

　
五
千
万
円
を
超
え
一
億
円
以

　
下
の
も
の

　
本
則
税
率
　
　
六
万
円

　
軽
減
後
税
率
　
四
万
五
千
円

労
働
安
全
衛
生
規
則
（
足
場
等
関
係
）

労
働
安
全
衛
生
規
則
（
足
場
等
関
係
）
がが

改
正
さ
れ
ま
し

改
正
さ
れ
ま
し
たた

　
日
々
の
記
帳
は
、
事
業
活
動

の
分
析
や
将
来
の
計
画
を
立
て

る
た
め
に
必
要
で
す
。

　
し
っ
か
り
記
帳
し
て
い
な
け

れ
ば
経
費
等
が
認
め
ら
れ
ず
、

税
務
署
に
よ
る
概
算
経
費
で
再

計
算
さ
れ
必
要
以
上
に
税
金
を

払
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
　
組
合
で
は
、
皆
さ
ん
に
日
々

の
記
帳
か
ら
税
額
計
算
ま
で
、

少
し
で
も
節
税
で
き
る
よ
う
に

講
習
会
を
開
催
し
て
い
き
ま

す
。
　
今
年
度
は
七
月
の
源
泉
徴
収

講
習
会
を
始
め
、
様
々
な
講
習

会
を
行
う
予
定
で
す
。

　
案
内
は
、
随
時
キ
ャ
ロ
ッ
ト

等
に
掲
載
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【【【【【【【【【【【【【【【【【【【【
講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講
習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内
容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容

【
講
習
会
内
容
】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】

源
泉
徴
収
・
年
末
調
整
講
習

源
泉
徴
収
・
年
末
調
整
講
習
会会

　
初
め
て
従
業
員
を
雇
っ
た

方
、
雇
う
予
定
の
方
を
対
象
に
、

例
題
を
も
と
に
計
算
方
法
や
申

告
方
法
を
説
明
し
ま
す
。

白
色
・
青
色
申
告
講
習

白
色
・
青
色
申
告
講
習
会会

　
独
立
さ
れ
た
方
や
、
組
合
で

申
告
を
行
う
予
定
の
方
に
対

し
、「
所
得
と
り
ま
と
め
帳
」
を

も
と
に
記
帳
の
仕
方
や
、
そ
れ

ぞ
れ
の
申
告
の
特
徴
や
メ
リ
ッ

ト
等
を
説
明
し
ま
す
。

消
費
税
講
習

消
費
税
講
習
会会

①
消
費
税
基
本
講
習

　
①
消
費
税
基
本
講
習
会会

　
平
成
十
九
年
に
売
上
が
一
千

万
円
を
超
え
た
方
（
平
成
二
十

一
年
が
消
費
税
課
税
事
業
者
）

を
対
象
に
、
消
費
税
の
仕
組
み

や
必
要
な
書
類
・
事
務
処
理
を

説
明
し
ま
す
。

②
消
費
税
申
告
講
習

　
②
消
費
税
申
告
講
習
会会

　
例
題
を
も
と
に
実
際
の
申
告

書
の
書
き
方
を
説
明
し
ま
す
。

※
二
月
の
申
告
時
期
に
消
費
税

　
の
申
告
の
お
手
伝
い
は
で
き

　
ま
せ
ん
が
、
消
費
税
計
算
を

　
ご
自
分
で
さ
れ
る
方
の
み
、

　
所
得
税
の
申
告
の
お
手
伝
い

　
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
他
講
習

そ
の
他
講
習
会会

　
青
色
申
告
で
特
別
控
除
六
十

五
万
円
を
受
け
る
た
め
の
必
要

な
仕
訳
（
パ
ソ
コ
ン
で
処
理
を

す
れ
ば
、
自
動
的
に
六
十
五
万

円
の
控
除
対
象
に
な
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
）
、
記
帳
等
の
説

明
を
し
ま
す
。

各種税金講習会の様子

主婦の会

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

―
 参
加
者
募
集
中
 ―

賢
い
納
税
者
に
な
り
ま

賢
い
納
税
者
に
な
り
ま
しし
ょ
う
ょ
う

各
種
税
金
講
習
会
案

各
種
税
金
講
習
会
案
内内



　
新
年
度
。
今
年
も
総
会
か
ら

始
ま
り
、
様
々
な
行
事
が
待
つ

楽
し
み
な
季
節
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
　

　
旭
瀬
戸
支
部
の
現
役
員
は
九

名
、
平
均
年
齢
は
少
し
高
め
の

五
十
七
歳
。
楽
し
く
組
合
活
動

に
励
み
早
十
一
年
に
な
り
ま
す
。

　
支
部
員
総
数
は
約
三
百
五
十

名
、
設
立
当
初
か
ら
あ
ま
り
変

動
な
く
今
に
至
り
ま
す
。

中
川
熱
田
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
五
月
十
日
（
日
）

■
会
場
　
名
古
屋
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル

東
海
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
五
月
十
七
日
（
日
）

■
会
場
　
割
烹
　
清
水

中
村
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
五
月
十
七
日
（
日
）

■
会
場
　
つ
ち
や
ホ
テ
ル

港
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
五
月
十
七
日
（
日
）

■
会
場
　
港
湾
会
館

碧
海
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
五
月
二
十
四
日
（
日
）

■
会
場
　
刈
谷
市
民
会
館

春
日
井
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
五
月
三
十
一
日
（
日
）

■
会
場
　
グ
ラ
ン
ド
テ
ィ
ア
ラ
春
日
井

※
海
部
津
島
支
部
は
、
四
月
十
 

支
部
レ
ク
予

支
部
レ
ク
予
定定

支
部
総
会
予

支
部
総
会
予
定定

支
部
レ
ク
募

支
部
レ
ク
募
集集

八
日
～
十
九
日
の
支
部
設
立
記
念

総
会
を
も
っ
て
「
海
部
支
部
」
と

「
津
島
支
部
」
の
新
支
部
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
詳
細
は
次
号
に
て
。

海
部
支
部
／
潮
干
狩
り

■
日
程
　
五
月
二
十
四
日
（
日
）

■
行
先
　
か
ん
ぽ
の
宿
 知
多
美
浜

津
島
支
部
／
潮
干
狩
り

■
日
程
　
六
月
七
日
（
日
）

■
行
先
　
吉
良
町
 宮
崎
東
海
岸

中
村
支
部
／
水
芭
蕉
＆
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
食
べ
放
題

■
日
程
　
五
月
三
日
（
日
）

■
行
先
　
ヘ
ブ
ン
ス
園
原
 飯
田

中
支
部
／
越
前
　
大
味
覚
食
べ
つ
く
し

■
日
程
　
五
月
十
日
（
日
）

■
行
先
　
日
本
海
越
前
（
和
紙
の
里
）

緑
支
部
／
海
釣
り
大
会

■
日
程
　
五
月
十
日
（
日
）

■
会
場
　
紀
伊
長
島
海
上
釣
堀

10

支
部
紹
介
コ
ー
ナ
ー
　
厳
云

こ
ん
に
ち
は
！
旭
瀬
戸
支

こ
ん
に
ち
は
！
旭
瀬
戸
支
部部
で
す
で
す

港
支
部
／
潮
干
狩
り

■
日
程
　
五
月
十
日
（
日
）

■
行
先
　
三
河
三
谷

守
山
支
部
／
T
D
S
の
旅

■
日
程
　
五
月
二
十
三
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　
　
二
十
四
日
（
日
）

■
行
先
　
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー

西
支
部
／
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り

■
日
程
　
五
月
二
十
四
日
（
日
）

■
行
先
　
山
梨
県

岡
崎
支
部
／
S
L
の
旅

■
日
程
　
五
月
三
十
一
日
（
日
）

■
行
先
　
大
井
川
他

北
支
部
／
南
知
多
の
旅

■
日
程
　
六
月
七
日
（
日
）

■
行
先
　
か
ん
ぽ
の
宿

尾
北
支
部
／
飛
騨
高
山
散
策

■
日
程
　
六
月
七
日
（
日
）

■
行
先
　
飛
騨
高
山

一
宮
支
部
主
婦
の
会
／
メ
ロ
ン
狩
り
の
旅

■
日
程
　
六
月
二
十
八
日
（
日
）

■
行
先
　
豊
川
稲
荷
他

旭
瀬
戸
支
部
／
プ
ロ
野
球
観
戦

■
日
程
　
七
月
五
日
（
日
）

■
会
場
　
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム

天
白
支
部
主
婦
の
会
／

　
　
　
　
　
メ
ロ
ン
狩
り
の
旅

■
日
程
　
六
月
十
一
日
（
木
）

■
集
合
　
午
前
八
時
二
十
分

　
地
下
鉄
植
田
駅
西
集
合
厳
守

■
行
先
　
伊
良
湖
メ
ロ
ン
狩
り

■
会
費
　
三
千
五
百
円

■
定
員
　
四
十
名

■
〆
切
　
五
月
三
十
一
日

■
備
考
　
メ
ロ
ン
お
土
産
付
き

■
申
込
・
問
合

　
森
安
／
℡
・
胃

　
０
５
２
―
８
０
１
―
７
６
６
５

　
高
羽
／
℡
・
胃

　
０
５
２
―
８
２
１
―
３
９
６
８

南
支
部
主
婦
の
会
／

　
飯
田
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
の
旅

■
日
程
　
六
月
十
一
日
（
木
）

■
出
発
　
午
前
八
時
四
十
五
分

　
日
本
ガ
イ
シ
プ
ラ
ザ
駐
車
場
横

■
帰
着
　
午
後
六
時
三
十
分
　

■
行
先
　
岩
村
城
址
公
園
菖
蒲
園

　
・
町
並
み
散
策
と
元
善
光
寺
参
拝

　
役
員
一
同
は
、
今
も
若
い
日

の
思
い
出
に
浸
り
な
が
ら
、
た

ま
に
は
愚
痴
と
反
省
を
繰
り
返

し
つ
つ
、
組
合
活
動
を
生
活
の
一
部

と
し
て
楽
し
く
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
毎
月
一
回
支
部
会
を
開
き
、

本
部
の
活
動
報
告
と
動
向
に
つ

い
て
話
し
合
い
、
ま
た
、
支
部

の
皆
さ
ん
に
楽
し
く
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
親
睦
行
事
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

　
行
事
は
、
総
会
に
始
ま
り
、

野
球
観
戦
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
・

秋
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
リ

ボ
ン
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
教
室

（
キ
ャ
ロ
ッ
ト
に
て
募
集
し
て

い
ま
す
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
毎
年
、
全
て
の
行
事
が
満
員

御
礼
で
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ

い
て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
支
部
員
の
結
束

を
一
層
固
め
る
べ
く
、
今
後
も

楽
し
い
親
睦
行
事
を
実
行
し
て

い
き
ま
す
。
　
　
　

　
未
だ
支
部
の
楽
し
さ
を
知
ら

な
い
皆
さ
ん
、
一
度
行
事
に
参

加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
？
役
員
こ
ぞ
っ
て
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

【
薮
本
章
旭
瀬
戸
支
部
長
　
記
】

住
宅
デ
ー
予

住
宅
デ
ー
予
定定

害

涯

慨

碍

崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

共済福祉部 ご 案 内

年金共済まごこ年金共済まごころろ
口数変更受付します

　全建愛知では、全建総連が実施する拠出型企
業年金保険「年金共済まごころ」を取り扱って
います。
　年金共済まごころは、相互扶助の精神に基づ
き、公的年金の補完、組合員の在籍中および老
後の生活安定を図ることを目的としています。

【加入資格】
　掛金払込期間満了までの期間が、満３年以上
　ある年齢満18歳以上満67歳以下の組合員さ
　んとその同居のご家族となります。

【掛金】
　１口５千円とし、最低１口以上最高20口まで
　加入できます。
　※掛金１口あたり50円の制度運営費が含ま
　　れており、掛金から制度運営費を引いた金
　　額が保険料となります。

【掛金の払込】
　ご指定の金融機関口座から毎月自動振替され
　ます。（引落口座は、ご加入者本人の名義に
　限ります。）
　今回、次のとおり月払掛金の見直し（増減口
　数変更）を受付します。

【受付期間】
　平成21年  2月１日～平成21年12月25日（増額）
　平成21年  5月１日～平成21年  5月31日（減額）
　平成21年11月１日～平成21年11月30日（減額）
　また、６月10日から９月10日までの期間中
　に１回１口10万円とし、最高999口まで一
　時払積増をすることができます。（一時払積増
　には、制度運営費はありません。）

　計画的な積立で、老後のゆとりある生活に備え
　ましょう。
　ご加入・口数変更等のお問い合わせは、共済
　福祉部／三好までお気軽にご連絡ください。

熱
心
な
討
議
が
さ
れ
て
い
る
支
部
会
の
様
子

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶
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乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
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乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

　全建愛知青年部では、36期の活動経過や決算を報告し、37期の活動
方針や予算を確認するため、「定期総会」を開催しています。
　この大不況を乗り切るためにも青年部員同士、交流を深め、団結力を
さらに強め、組合及び建設業界を活性化していきましょう。
　また、定期総会終了後は、場所を変えて懇親会を開催します。
　青年部員の皆さん、ぜひ、第37期定期総会にご参加ください。

「第37期定期総会開催」」

WWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeelllllllllllllllllllllcccccccccccccccccccccooooooooooooooooooooommmmmmmmmmmmmmmmmmmmmeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年Welcome青年部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
40歳以下の組合員は全員青年部員です

― 参加者募集中 ―

　青年部では、今年もレクリエーションを開催
します。

■日　程　　7月12日（日）
■行　先　　知多半島・南知多ビーチランド
■内　容　　地引網＆バーベキュー
■備　考　　詳細は、6月号キャロットをご覧
　　　　　　ください。
　　　　　　楽しい思い出を作りましょう。　
　　　　　　ご参加お待ちしています。

昨
年
開
催
さ
れ
た
総
会

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

　■日　時　　５月24日（日）
　　　　　　　午後２時30分／受付　午後3時／開会
　■場　所　　全建愛知会館
　■参加費　　無料
　■申込・問合　青年部担当の中西・鈴木までご連絡ください。

2年前に開催した地引網＆BBQ

地引網＆バーベキュー開催
― 詳細は、次号にて ―

■
会
費
　
三
千
円
（
当
日
徴
収
）

■
定
員
　
四
十
五
名

■
〆
切
　
五
月
十
一
日

■
備
考
　
申
込
時
に
、
胃
番
号

　
を
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
ま
し

　
た
ら
、
後
日
、
詳
細
を
送
ら

　
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
合
・
申
込
　
古
田

　
℡
０
５
２
―
８
２
２
―
３
７
５
４

　
胃
０
５
２
―
８
２
２
―
４
３
１
６

一
宮
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
五
月
三
日
（
日
）
～

　
　
　
　
　
　
五
日
（
火
）

■
会
場
　
ツ
イ
ン
ア
ー
チ
１
３
８

春
日
井
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
五
月
十
七
日
（
日
）

■
会
場
　
落
合
公
園

尾
北
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
五
月
二
十
三
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　
　
  二
十
四
日
（
日
）

■
会
場
　
す
い
と
ぴ
あ
江
南

海
部
支
部
／
木
工
教
室

■
日
程
　
五
月
三
十
一
日
（
日
）

■
会
場
　
正
則
小
学
校

労
働
対
策
部

事
故
０
で

終
え
て
初
め
て

い
い
仕
事

ゼ
ロ



◎
や
っ
た
！
免
許
取
れ
た
よ

　
『
自
動
車
学
校
に
通
っ
て
い

ま
し
た
が
、や
っ
と
免
許
が
取

れ
ま
し
た
。
な
ん
と
か
入
社
式

に
間
に
合
い
ま
し
た
』

　
【
豊
橋
市
／
福
井
健
太
さ
ん
】

※
安
全
運
転
を
心
掛
け
て
ね
。

◎
し
だ
れ
桜
も
美
し
い
で
す
ね
！

　
『
私
の
家
か
ら
二
十
分
位
、
車

で
走
る
と
樹
齢
百
五
十
年
～
二

百
年
位
の
立
派
な
大
き
な
し
だ

れ
桜
が
あ
り
ま
す
。
一
本
の
木

の
枝
か
ら
横
に
大
き
く
広
が
っ

て
い
て
、
そ
れ
は
そ
れ
は
見
事

な
桜
で
す
。
九
十
三
歳
の
母
と

見
に
行
っ
て
き
ま
し
た
』

【
守
山
区
／
椎
木
美
千
代
さ
ん
】

※
一
度
は
見
に
行
き
た
い
な
。

◎
豊
作
・
豊
作
！

　
『
桜
も
開
花
し
ま
し
た
。で
も

寒
い
毎
日
で
す
ね
。
猫
の
額
ほ
ど

の
畑
で
野
菜
を
作
っ
て
い
ま
す
。

寒
い
中
で
も
、ス
ナ
ッ
ク
エ
ン
ド

ウ
が
、ス
ク
ス
ク
育
っ
て
い
ま

す
。
植
物
の
生
命
力
に
頭
が
下
が

り
ま
す
。
収
穫
が
楽
し
み
で
す
』

　
【
中
川
区
／
伊
藤
辰
雄
さ
ん
】

※
家
庭
菜
園
、い
い
で
す
ね
。

◎
甘
く
て
美
味
し
い
よ
！

　
『
そ
ろ
そ
ろ
苺
が
安
く
な
る

頃
。
今
年
は
八
茜
の
ジ
ャ
ム
を

作
ろ
う
と
予
定
し
て
い
ま
す
。

家
族
や
友
人
に
食
べ
て
も
ら
う

こ
と
が
楽
し
み
で
す
』

　
【
岡
崎
市
／
森
田
昭
子
さ
ん
】

※
う
ま
そ
う
。食
べ
た
い
な
～
。

◎
E
T
C
の
お
陰
！

　
『
高
速
代
が
大
き
く
値
下
が

り
し
ま
し
た
。
G
W
に
ど
こ
に

行
こ
う
か
と
、
今
か
ら
家
族
で

楽
し
み
に
計
画
を
立
て
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
』

　
　
【
緑
区
／
小
林
美
華
さ
ん
】

※
今
度
の
休
み
は
、遠
出
し
よ
。

◎
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
優
勝
！

　
『
楽
し
み
な
、
プ
ロ
野
球
が
始

ま
り
ま
す
。
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
頑
張

れ
。
今
年
こ
そ
優
勝
。
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー

ム
に
応
援
し
に
行
き
ま
す
。う

ま
い
ビ
ー
ル
が
飲
み
た
い
ね
』

　
　
【
小
牧
市
／
加
納
進
さ
ん
】

※
今
年
こ
そ
リ
ー
グ
優
勝
。

◎
ま
っ
す
ぐ
育
っ
て
！

　
『
今
年
、
孫
が
小
学
校
へ
上
が

り
ま
す
。
孫
は
、
保
育
園
へ
四
年

間
通
い
ま
し
た
が
、
そ
の
間
に

す
っ
か
り
身
体
も
丈
夫
に
な
り
、

元
気
で
と
て
も
良
い
子
に
育
ち

ま
し
た
。
卒
園
式
に
参
加
し
た
の

で
す
が
、
最
後
に
晴
れ
た
空
へ
皆

で
飛
ば
し
た
風
船
が
、
き
れ
い
で

　
さ
ぁ
、
皆
さ
ん
挑
戦
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
二
十
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
応
募
ド
シ
ド
シ

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
と
。
…
…
が
ち

■
応
募
方
法

①
問
題
の
答
え
②
〒
・
住
所
・

℡
③
氏
名
④
年
齢
⑤
組
合
員

と
の
続
柄
（
本
人
・
妻
・
子

等
）
⑥
皆
さ
ん
の
周
り
で
起

き
た
近
況
報
告
を
書
い
て
、

五
月
十
一
日
ま
で
に
組
合
の

教
宣
部
へ
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は

胃
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
先
月
号
の
答
え

　
ニ
ュ
ウ
ガ
ク
シ
キ

■
当
選
者

　
伊
東
淳
さ
ん
他
十
九
名

■
六
月
号
の
原
稿
締
切

　
五
月
七
日
（
木
）

【
ヨ
コ
の
カ
ギ

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】】

①
五
月
五
日
は
男
の
子
の
…
…

②
空
で
泳
ぐ
魚
？

⑥
マ
サ
カ
リ
か
つ
い
で
…
…

⑦
…
…
十
年
、
よ
く
が
ん
ば
り

　
ま
し
た

⑨
車
庫

閏
漢
字
で
は
「
成
吉
思
汗
」
。
料

　
理
も
あ
り
ま
す
。

云
江
戸
時
代
の
謎
の
浮
世
師
、

　
東
洲
斎
…
…

荏
歌
の
ひ
と
区
切
り

叡
結
婚
に
…
…
し
た
二
人

①
無
駄
を
省
い
て
…
…
す
る

②
駅
や
空
港
の
中
央
ホ
ー
ル

【
タ
テ
の
カ
ギ

【
タ
テ
の
カ
ギ
】】

③
彼
の
仕
事
ぶ
り
も
…
…
に
つ

　
い
て
き
た

④
合
図
の
…
…
を
あ
げ
る

⑤
…
飲
…
食
は
体
に
悪
い

⑧
船
が
岸
壁
に
横
づ
け
に
な
る
こ
と

⑩
T
V
の
連
続
番
組
で
毎
回
出

　
る
メ
ン
バ
ー

瓜
人
に
頼
ら
ず
、
自
分
の
力
で

　
生
活
す
る
こ
と

閏
対
語
は
「
男
子
」

噂
…
…
を
追
う
も
の
は
一
兎
を

　
も
得
ず

運
ト
ン
ボ
の
幼
虫

雲
「
行
く
」
の
反
対

荏
…
…
客
は
だ
い
じ
な
お
客

餌
視
線
を
下
の
方
へ
向
け
る
こ

風
の
な
い
空
へ
、
ま
っ
す
ぐ
飛
ん

で
行
っ
た
こ
と
が
、
印
象
的
で
し

た
。
皆
に
見
守
ら
れ
て
、こ
れ
か

ら
も
ま
っ
す
ぐ
育
っ
て
く
れ
た

ら
と
、
願
っ
て
い
ま
す
』

　
　
【
港
区
／
田
中
保
子
さ
ん
】

※
成
長
が
楽
し
み
で
す
ね
。

◎
安
心
で
す
！

　
『
豊
橋
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
も
食
べ
て
安
心
で
し
た
が
、

養
鶏
で
生
計
を
し
て
み
え
る
家

庭
の
人
々
が
気
の
毒
で
心
が
痛

み
ま
し
た
』

【
豊
橋
市
／
鈴
木
み
さ
子
さ
ん
】

※
お
気
持
ち
わ
か
り
ま
す
。

◎
一
言
、
言
わ
せ
て
も
ら
い
ま
す
！

　
『
現
在
の
不
況
は
、
た
い
へ
ん

な
も
の
で
す
。
夫
も
収
入
は
激

減
し
、
生
活
も
苦
し
く
な
る
ば

か
り
。
取
る
も
の
は
き
っ
ち
り

取
ら
れ
、
最
低
限
の
生
活
の
保

障
も
う
た
う
ば
か
り
で
実
が
な

い
法
律
。
何
と
か
な
り
ま
せ
ん

か
～
政
治
家
に
物
申
す
』

　
【
豊
橋
市
／
村
松
富
江
さ
ん
】

※
政
権
交
代
あ
る
の
み
で
す
ね
。

◎
旭
山
動
物
園
効
果
か
な
？

　
『
最
近
、
地
元
の
動
物
園
へ
行

き
ま
し
た
。
地
元
だ
と
逆
に
近

す
ぎ
て
行
か
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
子
供
の
頃
よ
り
も
だ
い
ぶ

違
っ
て
楽
し
め
ま
し
た
。
旭
山

動
物
園
効
果
か
見
や
す
く
な
っ

て
い
ま
し
た
』

　
【
豊
橋
市
／
鶴
田
詠
子
さ
ん
】

※
楽
し
そ
う
で
す
ね
動
物
園
。

◎
祝
・
金
婚
式
！

　
『
今
年
は
、
私
た
ち
二
人
に
と

り
ま
し
て
、
結
婚
五
十
周
年
で

す
。
近
く
の
ワ
ン
ダ
ー
シ
テ
ィ
ー

に
植
樹
祭
に
二
人
で
参
加
し
て

き
ま
し
た
。
新
聞
に
も
小
さ
く
載

り
、
良
い
記
念
に
な
り
ま
し
た
』

　
【
西
区
／
中
嶋
房
子
さ
ん
】

※
末
永
く
お
幸
せ
に
。

◎
い
つ
ま
で
も
美
し
く
あ
り
た
い
！

　
『
左
の
頬
に
、い
つ
の
間
に
か

出
現
し
た
ほ
く
ろ
。
皮
膚
科
で

診
て
も
ら
う
と
「
加
齢
に
よ
る

も
の
」
と
。「
お
迎
え
ぼ
く
ろ
」
と

い
う
言
葉
が
頭
を
よ
ぎ
り
、
か

な
り
へ
こ
む
。で
も
、
歳
は
加
え

る
の
で
は
な
く
、
重
ね
る
こ
と

で
、
華
麗
に
歳
が
取
れ
る
は
ず
。

目
指
せ
！
八
千
草
薫
さ
ん
』

【
豊
橋
市
／
小
野
あ
つ
子
さ
ん
】

※
心
身
と
も
美
し
く
。
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【
編
集
後
記
】
年
度
始
め

の
た
め
、
相
変
わ
ら
ず
慌

し
い
毎
日
。
振
り
返
れ
ば
、

ア
ッ
と
言
う
間
に
一
ヵ
月

が
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。
時

間
を
持
て
余
す
よ
り
、
忙

し
い
ほ
う
が
い
い
の
か
な
。

【
に
ん
じ
ん
】
休
日
の
日
、

倉
庫
か
ら
こ
い
の
ぼ
り
を

出
し
ま
し
た
。
小
さ
な
二

匹
の
こ
い
の
ぼ
り
は
、
風

に
な
び
き
な
が
ら
元
気
よ

く
泳
い
で
い
ま
す
。
さ
ぁ
、

六
月
か
ら
保
育
園
。
ド
キ

ド
キ
ハ
ラ
ハ
ラ
。
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○さ 


